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 南米に生息するモルフォ蝶の翅の青色は、構造色の代表例として広く知
られている。これまで我々は、反射率の角度依存性の測定や電子顕微鏡観
察などを行い、モルフォ蝶の構造色のしくみについて研究してきた。その
結果、発色機構には構造の規則性（光の干渉を引き起こす）だけではなく、
構造の不規則性（回折広がりを引き起こす）も重要な役割を果たしている
ことが明らかになってきた。今回我々は、規則性と不規則性の両方をあわ
せもつ構造を人工的に作り出し、モルフォ蝶の青色を再現することを試み
た。 
まずはじめに、ガラス平面基盤を粗く研磨してラフネス（不規則性）を
作り出す。その上に誘電体多層膜（規則性）をコートして青色の反射率を
高めた。その結果、およそモルフォ蝶に似た色をもつ再現基盤を得ること
ができた。それは、下図に示すような反射特性を持ち、角度をつけて眺め
たときに、短波長側へピーク位置がシフトする点などがよく再現されてい
る。しかし、再現基盤では乱反射によると思われる白さがみられ、その点
ではモルフォ蝶とは異なっている。講演では、両者の類似性と差異につい
て詳細に報告する。 
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